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縮小模型を用いた市街地火災実験（１）

〇大規模地震時には市街地火災による
甚大な被害の発生が予測されているが、
▼現代の市街地状況は大火が頻発した
当時と大きく異なり、過去の実例
データの活用に限界がある。

▼実規模での実験は現実的ではない。
等の理由により、市街地火災のような
低頻度災害の危険性を定量的に把握す
ることは極めて困難である。

〇市街地における火災性状を把握し、
市街地火災のシミュレーションモデル
の検証のためのデータを蓄積すること
を目的として1/10スケールの縮小模
型を用いた市街地火災実験を実施した。
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背景・目的

実験条件

〇建物
1/10サイズ２階建て建物（不燃）
各階、各壁面に開口部（開口率0.2）
１階と２階の界床に開口部
各階に約1.4kgの可燃物

〇配置
東西３棟×南北５棟 計１５棟
隣棟間隔 0.2m、0.3m、0.4m

〇風速
0m/s、1.6m/s、3.2m/s

〇点火建物
C2（一部C1）
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実スケールにおける条件
〇建物

平面6m×6m、階高2.5m 2階建
室内可燃物量 38kg/m2（住宅相当）

〇配置
隣棟間隔 2m、３ｍ、４ｍ

〇風速
0m/s、5m/s、10m/s

表１
延焼棟数

隣棟間隔

0.2 m 0.3 m 0.4 m

風
速

0 m/s 全15棟延焼 3棟延焼 延焼なし

1.6 m/s 全15棟延焼 12棟延焼 延焼なし

3.2 m/s - 延焼なし 延焼なし※

結果１ 延焼棟数

※C1に点火（他はC2に点火）

図2 実験条件

図１
建物
配置

〇各条件の延焼状況
を表1に示す。

〇3つのケースで広範
囲に延焼が発生した。

〇右記の実大条件を1/10スケールに縮
小した条件として下記を設定した。

風

1/10
に縮小

（図1、図2）



縮小模型を用いた市街地火災実験（２）
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〇点火模型の各階の室
内温度について、1
階室内温度が600℃
に達した時点を基準
に風速別に代表ケー
スを示す（図3）。

〇同一風速では温度履
歴は概ね一致してお
り個別建物の火災性
状が適切に再現され
た。

〇広範囲に延焼拡大
が見られた３つの条
件について、各階の
室内温度が200 ℃
を超えた時刻を示す
（図4）。

〇無風条件と風速1.6 
m/s条件では、風速
1.6 m/sの方が風下
及び風横方向に2倍
程度の延焼速度を示
している。

〇風速1.6 m/sの隣
棟間隔の違いを確認
すると、隣棟間隔が
狭い方が1.2～1.3
倍程度延焼速度が早
くなっている。
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図3 点火建物火災性状

結果3 延焼速度

まとめ

〇幾何スケール1/10の市街地模型により延焼火災実験を実施した。縮小模型を用
いることで再現性良く系統的に火災性状を計測できることを確認し、風速と隣棟
間隔による延焼有無及び延焼速度を定量的に把握した。

〇実大スケールへの適合性の確認を含め、実現象の解明及び検証データの蓄積を進
める予定である。

結果2 点火建物の火災性状

D列 C列 B列 D列 C列 B列 D列 C列 B列

- - - 968 509 1008 943 879 868
- - - 1313 934 1398 893 834 1053

752 149 637 728 219 823 328 114 313
692 164 577 813 269 858 438 134 593

772 934 702 933 754 953 513 434 523
812 889 802 1168 709 1368 533 629 643

982 974 977 1548 1299 1483 673 659 728
1007 1114 1032 1643 1479 1653 708 884 848

1197 1209 1202 2203 2049 2188 873 979 983
1277 1379 1382 2193 2084 2283 1083 1099 1038

1列

2列

3列

4列

5列

U=1.6m/s，D=0.3m U= 0m/s，D=0.2m U=1.6m/s，D=0.2m

上段：2F
下段：1F

単位:秒

風向
有風
条件

1.
6m

/s

- - - 18.3 33.4 17.3 17.6 13.4 18.1

19.9 ○ 25.3 19.0 ○ 16.0 45.2 ○ 48.6

24.6 14.6 27.7 19.2 19.7 18.6 34.3 30.2 33.5

29.0 26.2 29.2 16.3 17.9 17.1 38.7 35.5 35.2

32.6 30.6 32.5 15.5 15.9 15.5 40.3 33.6 35.2

隣棟間隔が狭い条件で約1.3倍
有風条件で約2倍

図4 延焼速度
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